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! . はじわに

石 工 試 愛 子 リ ニ ア ッ ク は / デ 6 o 年 に 速 g ：r れ て 以 來 2 o 年 裳 g 轻 過 し た 。 ミのp日1リニ 

ア ッ ヌ は 、改 ^ を重ねるととも丨：所内 ^ の研宪名に利用さ奴て來たが’.ケ 速 器 の 枉 躲 合 请  

遠からそのタタくはP、?射 突 蓑 ，:利 用 ブ れ し 今 乱 石 -•試 リ ニ ア ヴ ク の ?見ゼドっ、、て錄含す 

るととも丨：、兮まで . ぃろぃろな疼# r臾 较 に 次 翁 で あ 1人 客 た 便 利 な も の と し て 自 作 し た ソ 

利 用 し て 來 た 妙 便 器 や 装 置 じ つ ぃ て 紹 介 す る .

1、 献

き所1 ノニアック（隶Z 繫 ）の盡設乡軔の主^株 趑 七 - ゎしキ•一 2 〜7 M e \/、出力電 

/ oo  rm A ( ̂ >M e V )  ̂ ノでIレ ス 惊 S'， ぶec.、 く y 返 し 間 该 數 ら0 〜 b O O p p s で あ ， 

Tz9 I の後，"頃次ほ{ 金体にわたって改造を行フて、キ卜、。須夜の主な栏能13：

電 孑 ニ ネ ル ギ ー 2 〜 口  M e  V  ベ ル ズ 幡  S / t S e c c f s i A )

比 力 雹 疣  3 0 0 m A  C/A/eV ) か 遠 管  2/3兀 （し“ w)

ク ラ イ ス 卜 ロ ン 4 M W  (H 4  ̂ 3 4 ^ ) 蜜 ？銃  2極 营 6 0 K V

周 波 欽  2,^ 5 6 M Hz くソ返し  3 7 へ 3 2 ク尸尸ぶ

で あ る & 本 体はだて蛩で .あ っ て 、加 速 营 は 地 上 ド あ ソ 、 ビ ー ん は 地 下 の 照 射 室 へ . ゥ、れ る 。 

f の 攆 成 を 會 1 囡 〗しf 1 \

3 • 鱗 T嫌 用 纖 ，

理 在 . 笑 験 に 用 ぃ て ぃ る 逊 j定 器や装置の主尽もの丨：つ ぃ て 逆 べ 名 。

愛孑ルギーズぺク 、 o  メ - 夕一： ビーム狡射疼ゲル東までの空闇的制約のた 

めだ射_  ( スキy  f - ）匕一体n 分^ 管力く作ら私ている00 アアライジングマグネ、ソ I の 

f 潘が名朽イヒしn のでV タ回斯た丨：養̂ した。その; はc 罠丁袭致都（メ乇リスコープ)、 

訖録部（X -  丫レコーダー）、刺# ^ ^ マグネv l 霞^ である。 C 尺丁おJ：び X -  Y レ 

コ一グーI : は: L ネ ル — スへ，クI、ノしばかリて，なく禁修病！のマイコンU ，てエネノレギー
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孽位の度禮勸およびピーワエネ，レギ一の値が描かれk 袠禾後は自釦的 iこ消逾する.

ペルス歉制 f ? ビーム软射装置  ̂ ： ラジ ;r ゲラフィそ少綽量熙射なビのように

今鉸の e — ムハつしス数をヴ：| ヒする定襞厂、憤用するため丨こ開斧レた。 ビ、ーム坟射の制 f f 成 

霆 } 銃ヒ加逮菅の P日す4 S ! レ厂：電磁痛向コイルお衣が入射愛孑棘めレスとマイク o 趣 力  

ベ丨しスの伎本錄1j御の二方泫玄供しマ - ) l 0 I ベルスがぢ今 9 ヲ八つレス车でのノ、°!レス電？抆

射がでH

愛孑フル！̂ ス| 十4*〕： 各鐘ネオ料の照务丁勤果の窠蒙では照射曼乞電子フルェンス 

( ) で表わす：とが•タタへ；のためI : 便利な筘务蛩の刀レントインテグ 

レータ一を作った，その勤作原理‘ 、_ 樹 '料のd 前丨: 齡 D の面報の孔c f r o 灯こは痴^ )  

のスリットを2 き、通過して，た電孑ビ一ム蝥疲交V  -  F コ> K ータ一でディジタノレf t し 

て. それを葡箄な分周0 路ヴS なる;畫算因路を通した後、3 衍の伋毅と2桁の持教で，表承 

す 3  ( 例 ：3 . 2  I X  1 0  1 6  C V c ^ n 2 }  )  o 廣莫ゆアリt ッ卜されたスリッr の面镇をt 含め 

て行われ、任意の面穣のスリッk の使用が可能で•ある。

釣迷のパi レス教制卿ビーム狡射楚置き介し、リニアックと連動ざせて窀子ビー厶の則f f
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' そ の カレンレイン テ ゲ レ ー タ ー 匕 し てガスクロ用のダイジタルイニテグレ-ター 

( 9 ケダ:理 研 ）玄宕デ^ ! し〔用 い r いる。 ニ;K はダイ：r ミッフレ〉 ジヴ7 祈 边 く あ シ 、

レ >> の切福えをヴ嬖とセ :ず’、 またフ。ソ> 9 一（付 、、て 、、i のて•硬 刺 で あ る 。

睽射富駿丨こは、しばし- 躍卑r野にお丨r る試科の矜务)が•必要である。そのアこめの邃障敕作 

可能厂j x -  丫みょが固転の移動照时o i 侵利に利用;r れている。ま厂こ乙今句の拷勤には申 

販の油反作動デ一ブ丨しリフターを•便斥u ている，
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